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東京都内にある A 病院において、平成 28 年度の
看護研究に研究担当者として取り組み、研究相談に
参加した 11 名。なお A 病院は一般病棟、療養病棟を
併せ持つ中規模病院（100 ～ 299 床）である。看護
研究は例年毎年行われていたが、昨年は行われなかっ















































は平成 26 年度、27 年度と 2 年間臨床看護研究を行っ
ていなかった。過去の論文としては、平成 24 年度 4




























平成 28 年度 A 病院の看護研究を行う部署は、B 病





図 1  教育講演で使用したスライドの一部 
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看護師 30代女性 あり 発表者 
看護師 30代女性 あり  
介護士 30代女性 なし  





看護師 50代女性 あり 発表者。中心的役割 
看護師 50代女性 あり 研究経験豊富でアドバイザー
的役割 
看護師 40代女性 あり  
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表 2  平成 28年度 A病院看護研究指導の実際 
月 年間計画  B病棟（一般病棟） C病棟（療養病棟） 外来 
4月 テーマ選定 4/11 
研究相談① 
  研究計画書案初出  
5月 文献検索        研究計画書提出 5/9 
研究相談② 
 研究計画書案初出   










  研究計画書完成 研究計画書初出 
研究計画書完成 
8月 考察      
9月 まとめ 9/11 
研究相談③ 
 倫理審査承認 倫理審査承認 倫理審査承認 
10月       
11月       
12月     草稿指導 草稿指導 




 論文完成 論文完成 論文完成 
2月  2/13発表会     
※研究相談以外はメールでの指導 
 







































































 B病棟：『医療現場における手指衛生のための CDCガイドライン』(満田年宏監訳, 2002)
と、『アルコール手指消毒の実施に関する実態調査』(篠巻ら, 2014)  
 C 病棟：『明日の看護に生かすデスカンファレンス』(広瀬, 2010; 小野ら, 2010; 杉田
ら, 2010)、『A病棟でのデスカンファレンスの効果と終末期看護への今後の課題』 (堀
ら, 2011)  
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